
四国病院経営プログラム

授業番号 9 授業科目名 環境保健学

授業種別 講義・演習 開講時期 ２学期

時間数 22.5時間　（1回90分授業を15回実施）

担当教員
○菅沼成文（医療学（環境医学）講座、088-880-2407、
nsuganuma@kochi-u.ac.jp）他

オフィスアワー 随時。要予約。

相談場所 医学部基礎臨床研究棟2階環境医学教室ゼミナール室

受講生に求めるもの

キーワード 自然環境要因、社会環境要因、環境と遺伝の相互作用

授業の目標・目的

環境保健学は環境因子による健康影響を研究する学問です。産業革命以
降発生した公害などの問題は先進国の国民に影響を与えてきました。環
境汚染の多くは制御され、現在はより高感度の測定法によって低濃度の
環境影響を調べる時代を迎えています。遺伝環境連関についてもこの環
境保健学で取り扱います。

授業内容・計画 ※日程表は後日お知らせします。

受講上の注意
欠席する場合は、事前に連絡すること。
大学院生と合同授業の場合あり。
講義はe-learning（インターネットを利用した学習形態）可能。

評価方法 出席、授業態度、レポートなどによる総合的判定

テキスト・教材・参考書等

LaDou J. Current Occupational & Environmental Medicine, fourth edition.
McGraw Hill.2004.
Levy B et al. Occupational and Environmental Health: Recognizing and
Preventing Disease and Injury, Fifth Edition. Lippincott Williams &
Wilkins. 2006.
Rom WN. Environmental and Occupational Medicine, fourth edition.
Lippincott Williams & Wilkins. 2007.


